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（参考）
優先的にリスク管理を行うべき有害微生物について

リスク管理検討会で出された意見等
危害要因 区分 リスク管理検討会メンバーの意 状況

カンピロバク ・患者数が増えている。 ・生物学的性状、生化学的性状の基礎的情報が既にある。
ター･ジェジ ① ・食肉分野では重要。 ・対策を執るべきフードチェーン内の段階が判明している。

、 。ュニ／コリ ・ギラン・バレー症候群との関係 ・選択培地や抗血清が市販されており 検出・分析が比較的容易である
・鶏卵中に入り込む等、消費者の関心が高い。 ・生物学的性状、生化学的性状の基礎的情報が比較的豊富である。
・サルモネラ・エンテリティディス（SE）の問題は、鶏卵業界だ ・対策を執るべきフードチェーン内の段階が判明している。
けでなく食品業界全体の問題。 ・フードチェーンの各段階で、既に対策が実施されているが、現状とそ

サルモネラ ① ・SEは発症菌量が少なく、死亡することもある。 の効果については不明である。
・米国及びＥＵでは生産段階における汚染率の目標値を定めて対策を実
施している。

、 。・選択培地や抗血清が市販されており 検出・分析が比較的容易である
・気温上昇で春魚の常識が混乱。 ・沿岸の海水や泥土中で増殖しているため、汚染制御は困難である。

腸炎ビブリオ ① ・対策は進んでいるが、血清型Ｏ３：Ｋ６など発症菌数の少ない ・真水による洗浄が効果的であるため、水揚げ時及び調理時の対策が最
ケースについては今後の課題。 も有効である。

・不安が治まらない。 ・生物学的性状、生化学的性状の基礎的情報が既にある。
腸管出血性大 ・毒素が重要。 ・対策を執るべきフードチェーン内の段階が判明している。
腸菌 ① ・ ・フードチェーンの各段階で既に対策が実施されているが、現状とその

効果については不明である。
、 。・選択培地や抗血清が市販されており 検出・分析が比較的容易である

・はちみつ。発酵食品における実態を把握する必要。 ・缶詰の殺菌条件の指標菌として使用されるなど、対策は以前から実施
ボツリヌス菌 ① ・致死率が高い。 されている。

・過去7年間で1名（井戸水が原因）の発生である。
・患者数が急増しており、不安が集中している。 ・検出・分析法が確立していない。
・ヒト－ヒト感染もあるが、最終的には食中毒対策に行き着く。 ・実験室内では増殖できないため、研究が他の主要な有害微生物より遅
・検査法、診断法の迅速性を含め、要検討。 れており、基礎的情報が少ない。

・感染者の吐物及び便中に排出されたウイルスが下水処理場から河川を
ノロウイルス ② 通じて沿岸海水を汚染する。

・生産段階におけるウイルスの動態や二枚貝の汚染過程について不明な
点が多い。

・生産段階での汚染だけでなく、保菌者による調理や、吐物による施設
汚染など感染様式が多様であり、生産段階での汚染低減措置の効果が
現時点は不明である。

・日本における発生には不明な点が多い。 ・日本では、ナチュラルチーズによる食中毒が研究者によって報告され
ているのみ（1件）である。

・日本では、リステリア感染症（食中毒以外）患者と食品との関連性は
リステリア・ ② 不明である。
モノサイトジ ・潜伏期間が長い（平均3週間）ため、原因究明が困難である。
ェネス ・米国及びＥＵでは非加熱加工食品を原因とする重要な食中毒菌と位置

付けられている。
（ 、 ） 。・魚卵製品 イクラ タラコ や干物等から検出されたとの報告がある




